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ヤンゴン日本人学校    5月号
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ネット社会に生きる子供たち 
校 長 萩 野 幹 夫 

 

昨今、ネットの発展により、私たちの生活はこれまで以上に大きな恩恵を受けています。 

本校では一昨年度より、緊急時のメール配信を取り入れたことで「安心した」とのお声をいた

だきました。情報伝達手段の一役を担っているネット社会ですが、最近、情報の信ぴょう性が疑

われる社会問題も数多くあり、上手に使っていかないとさまざまなトラブルに巻き込まれてしま

うことがネット社会の怖いところです。 

 子供たちにとって、インターネットに「携帯」や「スマホ」だけでなく、ゲーム機器や携帯音

楽プレーヤーからでも簡単に接続できる時代ですから、今や、これらの情報機器の使用を遮断す

ることや持たせないということには限界が来ているようです。しかし、SNS 等を利用した青少年

がトラブルに巻き込まれるケースが後を絶たないことから、子供のかかわるネット状況を見守り

ながら、義務教育の段階で正しい使い方ができるようにルールを決めて学ばせることがとても大

切になってきています。 

昨年度より、本校においてインターネット活用マナー授業をＫＤＤＩの方を講師として、学習

する機会を設け、いじめ等のトラブルや犯罪に巻き込まれないようにするとともに、 学習への悪

影響を防ぐためのＳＮＳの利用について、事例をもとに学びました。今年度もさらに指導を強め

ていかなくてはならないと思っています。 

東京都教育委員会では、保護者と学校に対して、下記のように「SNS 東京ルール」を提示し、

各区市に対応を求めています。 

  

 また、家庭でのルール作りにとても参考となる事例がアメリカにあります。日本でも『スマホ

18 の約束』として大きな話題になりました。アメリカのある母親が 13 歳の息子にスマートフォ

ンを与えてよいかどうか悩んだ末に作った契約書です。インターネットで検索できますので、ま

だご存知ない方はご一読いただくことをお勧めします。 

 中学生だけでなく、高校生になってもスマホトラブルは、保護者の方が積極的に関わっていか

なければならない問題です。 

 「うちの子はトラブルや問題がないから大丈夫」ではなく、未然に防ぐためのルール作りを、ご

家庭でもやってみてはいかがでしょうか。 

 

 

 

1 一日の利用時間を決めて使おう     2 自宅でスマホを使わない日をつくろう。 

3 必ずフィルタリングを付けて利用しよう 4 自分や他者の個人情報を載せないようにしよう。 

5 送信前には、相手の気持ちを考えて読み返そう。 

 

2017年 5月 26日 校長 萩野 幹夫 

 

＜主な学校行事予定＞ 
 5/30 日(火) 全校朝会        31 日(水)  中学部中間テスト 

6/３日(金)  漢字検定 創立記念日  5日(月)～ ７日(水)   内科健診 

８日(木)～10 日(金)  歯科健診 
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 保健指導・健康診断について               保健主任  生 駒 惠 子                  

本校では、保健室に看護師であり経験の豊富なライン先生が常駐しており、子ども達の健康管

理の一役を担ってくれています。さらに、各学級に保健用品も設置し、緊急処置に対応できるよ

うにしています。また、高学年の女子の保健指導も一昨年度より継続的に行っており、健康面で

子ども達が安心して学校生活を送ることができるよう、日々取り組んでおります。 

今年度も６月５～９日に「学校保健法」に基づいた、内科・歯科の定期健診を行います。今年

も内科は、ジャパンハート吉岡春菜先生、歯科は、ハン先生・松本先生にお願いします。学校で

は、「児童・生徒・園児に発達と成長の喜びを感じ取らせ、自己の健康や発達段階について認

識できるようにする。また、各家庭にも、その記録を報告し、保護者にも子どもの健康状態

をお知らせするとともに、発達や成長について意識する機会としてもらう。」ことを目的に実

施しております。 

このように、いろいろな活動を通して、子ども一人一人の発達や成長を見守っていきたいと思

います。ご家庭でのご理解とご協力をお願いいたします。 

 

水泳教室について                        水泳教室担当 廣 川 雅 也 

 いよいよ、今年度もカンドージ湖ウェスタンパークロイヤルのプールにて前期の水泳教室が始まり

ます。毎年、保護者の皆様には水泳ボランティアにご協力をいただき、頭の下がる思いです。ありが

とうございます。 

さて、今年度の水泳指導について昨年度から実施しておりますように、前期の学年を５・６年生と

中学部、後期の学年を１・２年生と３・４年生とに分け、それぞれ６回ずつ通して学習できるように

計画しております。昨年度からこの方法に切り替えたことにより学習の積み重ねが可能となり、児童

生徒により確実に水泳技能が定着するようになりました。また、会場が以前よりも学校に近くなった

ため、移動時間が短縮され、授業時間が十分確保できるようになりました。前・後期の学年の振り分

けにつきましては、前期は実施期間が雨季にかかってしまうため、前期を水泳学習に慣れた５・６年

生と中学部、雨のない後期を１・２年生と３・４年生としております。 

段階的な指導を行うことを計画し、１・２年生は水泳カードの３級まで、３・４年生は水泳カード

２級まで、５・６年生は水泳カード１級まで、中学部は水泳カード特級達成を目指していきます。安

全な環境の中で、友だちと励まし合い、磨き合いながら、「泳げる」楽しさを子どもたちに味わわせ

られるよう取り組んでいきたいと思います。 

 

 

  

 新任者のあいさつ 

２年生担任の小林 雅子です。岡山県津山市より参りました。 

低学年の担任をするのは久しぶりですが、子供たちがとてもかわいくて、毎日楽しく過ごさせ

ていただいております。縁あってこちらで勤務することになりましたので、いろいろな経験をさ

せていただきたいと思っております。 

○ヤさしく、げ○ンきに、あまり○ゴねず、が○ンばりたいです。 

 どうぞ、よろしくお願い致しします。 

 

 
 


